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外食産業向け情報提供システムの開発
－SEICAを活用した農産物ユビキタス・マーケティング技術－

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

技術の特徴
農産物の生産情報を、単なる消費者への情報開示だけでなく、販路拡大、ブランド化、流通改善等の

マーケティングに活かせる技術を開発します。

独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所

安全・安心

研究の内容
ロイヤルホストを実験店舗として、食材の納品手法に合わせたSEICA番号の効率的な伝達方法を検討しま

す。そして、情報活用方法としては、印刷物と情報端末の２種類において実証を行います。

記帳データ入力

ニーズに対応した情報付き農産物

生産情報

納品情報

７月７日
Ａ店 No. 00001234

No. 00002345
No. 00003456

Ｂ店 No. 00004567
No. 00005678
No. 00006789

物流情報

・SEICAに登録

・納品する農産物のSEICA番号登録

Web POP

・POPテンプレートの作成

・プレビュー
・テンプレートのグループ管理

・POPの印刷
・POPの編集
・SEICA情報の差し込み

POP情報

■店頭情報端末

■印刷システム

外食・中食産業 学校給食量より質への嗜好

・情報をどのように見せるか？
・現場ではどの情報が必要か？
・どうやって流通に乗せるか？

情報

情報閲覧

情報インフラとしてSEICA技術の新たな活用の検討現在のSEICA

次の
Step

・PDFダウンロード

・あらかじめ作成さ
れたテンプレート
にSEICA情報を

差し込み印刷
（テンプレートと

SEICA番号を

選択するだけ）

・納品日、店舗名、
SEICA番号を登録

00001234


